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1. 概要

限界温度（200℃），限界圧力（2Pd）における原子炉格納容器バウンダリ機能を維持する

ため，ドライウェル主フランジのガスケットを増厚することから，ドライウェル主フランジ

締め付けボルトのトルク管理について影響を確認する。 

2. 確認方法

ガスケットの増厚前後で計算上必要なボルト荷重（使用状態で必要なボルト荷重及びガス

ケット締付時に必要なボルト荷重）が変わらなければトルク管理に影響しないと判断するこ

とができることから，Ⅵ-3-2-7「重大事故等クラス２容器の強度計算方法」の「4.2 フラ

ンジの計算」を用いて影響確認を実施する。

具体的には，計算上必要なボルト荷重の算出式においてガスケットの増厚により影響を受

ける項目としては，ガスケットの寸法を基に算出しているガスケット座の基本幅ｂo及びガ

スケット座の有効幅ｂである。これより，ガスケット座の基本幅ｂo及びガスケット座の有

効幅ｂがガスケットの増厚前後で変わらなければ，計算上必要なボルト荷重は変わらないた

め，ガスケット座の基本幅ｂo及びガスケット座の有効幅ｂがガスケットの増厚前後で変わ

らないことを確認する。 

以下にガスケット座の基本幅ｂo及びガスケット座の有効幅ｂの算出過程を示す。 

【ドライウェル主フランジのガスケット寸法】 

ガスケット厚さ mm ⇒ mmに増厚 

ガスケット幅  mm（変更なし） 

ガスケット接触面の基本幅 mm（変更なし） 

【ガスケット座の基本幅ｂo】 

ｂoはＪＩＳ Ｂ ８２６５附属書 3 表 3による。 

ｂo＝（ガスケット接触面の基本幅＋ガスケットの厚さ）／2 … ① 

ただし， 

ｂo＝（ガスケット接触面の基本幅＋ガスケットの幅）／4  … ② 

を最大とする。 

【ガスケット座の有効幅ｂ】 

ｂo≦6.35mmの場合 

ｂ＝ｂo 

ｂo＞6.35mmの場合 

ｂ＝2.52・√bo 
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【ガスケット増厚前】 【ガスケット増厚後】 

①式
ｂo＝（ ＋ ）／2 

＝9 

ｂo＝（ ＋ ）／2 

＝9.45 

②式
ｂo＝（ ＋ ）／4 

＝6.35 

ｂo＝（ ＋ ）／4 

＝6.35 

ガスケットの増厚により①式で算出した値は増加するが，最大を②式により算出した値

までとすることが規定されていることから，増厚前と同様にｂoの値は②式により算出し

た値が採用されることとなり，ｂoの値はガスケットの増厚前後で変わらない。このため，

ｂの値についてもガスケットの増厚前後で変わらない。 

3. 確認結果

以上より，ガスケット座の基本幅ｂo及びガスケット座の有効幅ｂは，ガスケットの増厚

前後で変わらず，計算上必要なボルト荷重はガスケットの増厚前後で変わらないことから，

ガスケットの増厚はドライウェル主フランジ締め付けボルトのトルク管理に影響を及ぼさ

ないことを確認した。 

以 上 




